
 

 

～ 日本海難防止協会シンガポール連絡事務所発SRO news ～ 

（Ref No：23－005） 

 

１ キャンベラで 3 年ぶりの対面開催となる太平洋法医学ワーキンググループ

（PFWG）が先週開催され、太平洋地域における法医学的能力の強化及び支援が

図られた。豪州連邦警察（AFP）が主催し、ソロモン諸島、フィジー、サモア、

キリバス、グアム、パラオ、ナウル、クック諸島、ミクロネシア連邦、トンガ、

ツバルの11の警察機関が参加した。PFWGは太平洋諸島警察長官会（PICP）（※

太平洋島嶼国全体の警察能力の向上のための情報共有等に取り組み、22 カ国の

警察長官で構成。）の傘下にある地域機関で、太平洋地域の警察の法医学的能

力を強化するために活動している。デジタルフォレンジック、犯罪現場、指紋

採取などの捜査面における現在の課題を特定し、協力して克服するものである。

AFP は太平洋司令部を通じて、太平洋警察開発プログラム地域版（PPDP-R）

（※太平洋地域の警察活動を幅広く支援する豪州政府主導のプログラム）によ

り、専門機器の提供、訓練の提供、捜査員を派遣しての捜査支援を行っており、

太平洋島嶼国が必要とする法医学的支援を継続している。 

原文 

（24th April 2023, PACNEWS ） 

 

２ パプアニューギニア（PNG）の外務大臣は、米国のバイデン大統領が5月22

日に PNG を訪問し、同国との首脳会談及び太平洋諸島フォーラム（PIF）の 18

の首脳らとの会談を行う予定であると発表した。豪州のアルバニージー首相及

びニュージーランドのヒプキンス首相も参加する。第二次世界大戦以降、南太

平洋地域は外交上、相対的に軽視されてきたが、商業的、政治的、軍事的影響

力をめぐる大国の競争の場となりつつある。少なくともこの 100 年以内では米

国大統領として初めての PNG訪問となる。 

米国のユン大統領特使は、長年に渡り相対的に軽視してきた南太平洋地域に

おいて中国の影響力が増大してきたことを受け、米国は「キャッチアップ」を

していると述べた。 

また、バイデン氏の訪問により、より多くの共同訓練の実施や、安全保障イ

ンフラの更なる開発を可能とする米国・PNG 防衛協力協定が確定されると思わ

れる。米国と豪州は、PNG のマヌス島のロンブラムに共同海軍施設を建設して

おり、オーストラリア国防省によれば、この工事は 2020年半ばに開始された。

4隻のガーディアン級巡視船がこの施設に配備される予定である。 

原文 

https://pina.com.fj/2023/04/24/afp-and-pacific-police-forces-set-forensic-agenda/
https://islandtimes.org/u-s-president-biden-to-meet-18-pacific-leaders-in-papua-new-guinea/


（2nd May 2023, Island Times） 

 

３ マーシャル諸島の保健・福祉省によると、先週、米国のサモアとハワイで

麻疹の症例が確認されたため、同省は警戒態勢に入り、事態を注視している。

麻疹は非常に感染力が高く、予防接種を受けていない子供や基礎疾患のある高

齢者にとって大きなリスクとなる。2019 年にサモアで麻疹が大流行したときは、

83名が死亡し、約6000人の感染が確認された。当時のマーシャル諸島政府は、

予防接種プログラムを強化し、同国への訪問者に最新のワクチン接種証明の提

出を要求する対応をとった。保険・福祉省は今週から、ショートメールでの麻

疹に係る啓蒙、入国監視フォームを利用した水際監視などの取り組みを開始す

る。 

原文 

（28th April 2023, The Marshall Islands Journal） 

 

４ マーシャル諸島短期大学（CMI）は、秋学期から、ウリガの海事職業訓練

センターで機関技術及び甲板技術の 2 つの新たな認定プログラムを開始する準

備を進めている。同訓練センターは、ドイツ国際協力公社（GIZ）、CMI、全国

訓練評議会（NTC）（※マーシャル諸島における職業訓練プログラム政策を担

当する公的機関）、マーシャル諸島海運会社（MISC）、港湾局、運輸・通信・

情報技術省が提携し、2月 7日に公式開設した。 

原文 

（28th April 2023, The Marshall Islands Journal ） 

 

５ キリバス政府観光局によると、キリティマティ島（クリスマス島）は 5 月

2 日から 3 年ぶりに外国旅行者を迎え入れる。フィジーのナンディとハワイの

ホノルルからフィジーエアウェイズの毎週の定期便が再開される。旅行者には

チェックインの際、2回分の COVID-19ワクチン接種証明の提示が求められる。 

原文 

（2nd May 2023, Radio NZ） 

 

６ クック諸島政府は、今年 11 月 6 日から 10 日、ラロトンガにて、「私たち

の声、私たちの選択、私たちのパシフィック・ウェイ：振興、パートナー、繁

栄」をテーマに第 52 回太平洋諸島フォーラム（PIF）首脳会議を主催すると発

表した。 

 同会議議長であり、主催者であるクック諸島のブラウン首相は、PIF 首脳会

議はクック諸島及び太平洋地域にとって重要なイベントであるとし、来たるフ

ォーラムへの興奮を表明した。同首相は、「テーマは太平洋の人々の総意、願

望を表しており、我々独自のパシフィック・ウェイを促進し、強固なパートナ

ーシップを築き、我々の地域の繁栄を推進することの重要性を強調している。

テーマと公式ロゴはコミュニティ全体の意見を取り入れて創作したもので、

我々が共有するビジョンである、レジリエントで持続可能で繁栄ある「テ・モ

https://www.rnz.co.nz/international/pacific-news/489107/pacific-news-in-brief-for-may-2


アナ・ヌイ・ア・キバ」～ブルーパシフィック大陸～を表現している。」と述

べた。 

 クック諸島政府は、同会議の専用ウェブサイトを開設している。 

原文 

（2nd May 2023, PACNEWS） 

参考：第 52回太平洋諸島フォーラム（PIF）首脳会議専用ウェブサイトリンク 

 

７ パラオで中国からの旅行客受け入れが再開された。4 月 30 日、中国のマカ

オから 165 人の乗客を乗せたランメイ航空の直行便が到着し、2020 年 3 月以来

となる中国からの旅行客受け入れとなった。パラオ・アジア・パシフィック航

空からのチャーター便を運航するランメイ航空は、5 月に 4 便の運航が承認さ

れている。パラオ・アジア・パシフィック航空のオーナーによると、これ以降

年内に、マカオからの直行便を週 2便運航する許可を申請中という。 

 パラオ保健省は、4月 25日から、パラオ入国に際し、COVID-19ワクチン接種

証明が必要でなくなるとの公告を発出した。 

 コロナ禍以前のパラオの観光市場の 50パーセント以上は中国が占めていた。 

原文 

（2nd May 2023, Island Times） 

原文 

（2nd May 2023, Island Times） 

 

８ 北マリアナ諸島、グアム、米領サモアの各知事は、海洋保護区拡大の見通

しに懸念を示している。彼らはバイデン大統領への共同書簡を発出し、「でき

る限り早期の」会談を要請した。同書簡では、既に海洋国立モニュメント（※

海洋保護区の一種）が設定されている太平洋の離島地域について、その排他的

経済水域全体を海洋保護区として指定することにより、漁業禁止区域が拡大す

ることを懸念しているとした。さらに、漁業禁止区域の拡大は、米領サモア地

域のマグロ経済を崩壊させ、太平洋の離島地域の将来的な経済発展の機会を剥

奪する可能性があるとし、バイデン政権のインド太平洋経済枠組み（IPEF）に

直接に矛盾し、衡平性と環境正義の原則を謳った大統領令 13984 号及び 14008

号に反するとしている。 

原文 

（4th May 2023, PACNEWS） 

 

９ 豪州のアルバニージー首相が太平洋地域における影響力を回復し、中国の

増大する野心を押し戻すため、火曜日（5 月 2 日）に発表された予算には、太

平洋島嶼国に対する環境、軍事、経済面を含む幅広い支援策が盛り込まれてい

る。ABC（オーストラリア放送協会）は、政府全体としての追加資金が、豪州

の軍人と警察官の配備費用を含む可能性が高く、数億ドル相当になることを確

認した。予算に精通した政府当局者によると、予算は複数の政府機関に跨って

おり、太平洋島嶼国首脳らが最も支援が必要なものとして豪州政府に伝えた内

容を反映しているという。 

https://pina.com.fj/2023/05/02/cook-islands-announces-dates-and-theme-for-the-52nd-pacific-islands-forum-leaders-meeting/
https://piflm52.com/
https://islandtimes.org/chinese-tourists-return-after-3-years/
https://islandtimes.org/no-covid-vaccine-required-for-entry-into-palau/
https://pina.com.fj/2023/05/04/marine-sanctuary-expansion-alarms-pacific-governors/


原文 

（5th May 2023, PACNEWS） 

 

１０ マーシャル諸島の公共公益事業・インフラ省が運航する船舶である「マ

ジュロ」は、昨年 10月からフィジーのドライドックに入渠し、修理を行ってい

るが、同船の乗組員 11名には資金も食料も提供されない悲惨な状況で、フィジ

ーの小さなマーシャル諸島コミュニティの支援により生き延びているという。

マジュロ・ニティジェラ（※マーシャル諸島の立法府）のカネコ議員は 3 月に

この問題を議場で提起し、乗組員へのマーシャル諸島政府からの支援資金不足

が課題であることを確認している。公共公益事業・インフラ省のバートン秘書

官によると、「マジュロ」は 2013年にマーシャル諸島に到着して初めてドライ

ドックによる大規模修理が行われているといい、5 年周期の要件では 2018 年に

ドライドックに入る必要があったが、昨年まで行われていなかったという。フ

ィジーのマーシャル人は、「明らかな緊急事態だ。マーシャル諸島政府の指示

で海外派遣された職員に対する重大な人権侵害だ。」と語った。 

原文 

（5th May 2023, The Marshall Islands Journal ） 

 

  

https://pina.com.fj/2023/05/05/australia-to-increase-funding-in-the-pacific-in-whole-of-government-package-worth-hundreds-of-millions/


 
 

 

 

Not sure how this news will affect any upcoming trips to Marshall Is 



 
 

 

 

  



 
 

 

  
 


